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　商店街に魅力を感じる人は今なお多い。映画版「三丁目の

夕日」が大ヒットしたことは記憶に新しいが、それが昭和 30

年代ブームあるいは昭和レトロブームと呼ばれるような現象

と同様の、ノスタルジックな欲求に支えられたものであった

ことは間違いない。商店街の活力が失われ、「シャッター商

店街」が目立つようになっているという現状との対比もあり、

失われつつある（あるいは失われた）かつての価値が商店街

という場に過剰に与えられてきた。

　このような「三丁目の夕日」幻想、あるいはそれを支える

ノスタルジーに対して、私たちが自覚的であることは常に重

要である。しかし、実際の現場に今いちど目を向けてみれば、

商店街の現実がすでにその先に進んでいることも、また理解

されるであろう。当事者によってすでにじゅうぶん自覚化さ

れ、資源化されている「商店街」を取り巻く言説を偏ったも

のとする、民俗学のフォークロリズム批判の視点のみでは、

現場をアクチュアルに描き尽くすことはできない。ましてや、

「下りたシャッター」を再び「上げる」ことなどできるはず

もない。

　いまや商店街という場には、商店街で商いを営む人びと以

外にも、行政や専門家、コンサルタントなど、様々な立場と

スキルをもつアクターがすでに深く入り込んでいる。そのよ

うな場で、既存の関わり方とは異なる方法を意識するふたり

の研究者―社会学者と人類学者―が、知識生産と社会実践に

関わっている。彼らは、大文字の学知による「商店街の活性化」

とは異なる道筋の可能性を模索している。

　おそらく、彼らがその先に採用する方法は、商店街の衰退

という「問題」を所与のものとし、その「問題解決」の処方

箋を簡単に発行するようなものではなく、フィールドの人々

に寄り添い、人びととの関わりのなかで課題を発見し、その

課題へと向き合う複雑な応答と、多声的な解を人びとの動き

のなかに探し求める民俗学的方法と重なり合うのであろう。

本研究会では、このような「三丁目の夕日」幻想批判を越え

た現実について、商店街で活動するふたりの研究者の実践を

もとに、商店街のおかれた現実と、進み行く将来とを展望す

る。そして、さらに、その具体的な検討から、民俗学的手法

の彫琢にむけた議論へと展開したい。


